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谷
中
信
一

『『
老
子
』
經
典

の

究
』

中

村

未

來

本
書
は
、『
老
子
』
が

家

敎
の
經
典
と
し
て
確
立
す
る
ま

で
の

を
、
傳
世

と
出
土

を
用
い
て
解

す
る
こ
と

を
目
指
し
た
大

で
あ
る
。

の
谷
中
信
一
氏
は
、
郭
店
楚
墓

竹

や
上

博
物

藏

國
楚
竹
書
、
北
京
大
學
藏
西

竹
書
な

ど
の
出
土

中
に
含
ま
れ
る

家
系

や
、『
老
子
』『
莊

子
』『
管
子
』『
呂
氏
春
秋
』
な
ど
の
傳
世

に
見
え
る
老
子
關

の
記

を
多
角

點
で

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
從
來
、
不

な
點
の
多
く

さ
れ
て
い
た
『
老
子
』
テ
キ
ス
ト
が
、
現
存

古
の
郭
店
楚

『
老
子
』
以
降
、
い
か
に
現
行
本
の

に
整
え
ら

れ
、
權
威
附
け
ら
れ
て
い
っ
た
か
を

究
し
て
い
る
。

本
書
の
構

は

の
と
お
り
で
あ
る
。

序第
一

郭
店
楚

『
老
子
』
考

第
二

郭
店
楚

『
太
一
生
水
』

考

第
三

上
博
楚

（
七
）『
凡
物
流
形
』
考

第
四

上
博
楚

（
三
）『
恆
先
』
考

第
五

『
莊
子
』
天
下

考

第
六

い
わ
ゆ
る

言
考

第
七

『
淮
南
子
』

應
訓

引
『
老
子
』
考

第
八

『
史
記
』
老
子
傳
に

さ
れ
た
眞
實

第
九

北
大

『
老
子
』
の
學

價
値
｜
「
執
一
」

念
を
中
心
に

八
八
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本
書
第
一

〜
第
四

、
お
よ
び
第
九

で
は
、

國
〜

代

の
竹

を

究
對

と
し
、
ま
た
第
五

〜
第
八

で
は
傳

世

に
見
え
る
老
子
關

の
記

を
中
心
に

討
し
て
い
る
。

一
九
七
三
年
に
湖
南
省
長
沙
市
の
馬
王
堆

墓
か
ら
帛
書
『
老

子
』
が
出
土
し
て
よ
り
、
一
九
九
三
年
に
は
郭
店
楚

『
老
子
』、

二
〇
〇
九
年
に
は
北
大

『
老
子
』
と
、

年

々
に
新
た
な

『
老
子
』
テ
キ
ス
ト
が
發
見
さ
れ
、
多
く
の

究

に
よ
っ
て
關

論

が
發
表
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
個
別
の

を

っ
た
各
論
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
傳
世

を
含
め
體
系

に
『
老
子
』
の
形

の
解

を
は
か
る
本

書
の

義
は
極
め
て
大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
長
年
『
老
子
』

や
『
管
子
』、
そ
し
て
齊
の
稷
下
の
學
に
目
を
向
け
、
緻
密
な

究
を
續
け
て
き
た
谷
中
氏
だ
か
ら
こ
そ
爲
し
得
た

果
で
あ
る
。

特
に
、
氏
が
「
本
書
は
ま
さ
し
く
新
出
土

料
な
く
し
て
は
生

ま
れ
得
な
か
っ
た
と

言
で
き
る
。
そ
れ
故
本
書
に
收
め
た
論

は
、
す
べ
て
郭
店
楚

『
老
子
』
出
土
以
後
に
書
い
た
も
の
で
あ

る
」（
二
九
六
〜
二
九
七
頁
）
と

べ
る
と
お
り
、
本
書
は
郭
店
楚

『
老
子
』
を
軸
に
据
え
、
そ
れ
と
現
行
本
と
の
相

點
に

目

し
て
考
察
が

め
ら
れ
て
い
る
。
郭
店
楚

『
老
子
』
は
、
竹

の
長
さ
や
兩
端
の
形

の

い
か
ら
、
甲
乙

の
三
本
の
テ
キ
ス

ト
よ
り

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
字
數
の
合
計
は
現
行
本

約
五
千
字
の

分
に
滿
た
な
い
約
二
千
字
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

郭
店
楚

『
老
子
』
に
つ
い
て
は
、
從
來
、
そ
れ
が
す
で
に
あ
る

度
現
行
本
に

い
『
老
子
』
テ
キ
ス
ト
か
ら
抄

さ
れ
た
も
の

と
す
る

と
、
郭
店
楚

『
老
子
』
を
現
行
本
へ
至
る
形

上

の
テ
キ
ス
ト
と
す
る

と
が
竝
行
し
て

張
さ
れ
て
き
た
。
谷
中

氏
は
、『
論
語
』（
齊
論
語
・
魯
論
語
・
古
論
語
）
や
『
晏
子
春
秋
』

（
銀
雀
山

墓
竹

本
・
現
行
本
）
に
も
複
數
の
傳
本
が
あ
っ
た
こ

と
を
根
據
に
後

の
立
場
に
立
ち
（
九
頁
）、
郭
店
楚

『
老
子
』

に
「
何
が
書
か
れ
て
い
な
い
か
」（
一
一
頁
）
と
い
う
點
、
す
な

わ
ち
「

」
を
言
い
換
え
た

念
と
し
て
の
「
一
」
が
見
え
ず
、

「
水
」
を
柔

の

と
す
る
記

も
見
ら
れ
な
い
、
ま
た
宇
宙

生

論
の

點
か
ら
萬
物
の
根
源
と
し
て

か
れ
る
「

」
や
、

そ
の
「

」
の
は
た
ら
き
と
し
て
の
「
德
」
に
つ
い
て
も
語
ら
れ

八
九

『『
老
子
』
經
典

の

究
』
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て
い
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
の
思
考
が

第
に
組
み

ま

れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
行
本
『
老
子
』
へ
と
整
え
ら
れ
て

い
っ
た
の
だ
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
谷
中
氏
は
『
老
子
』
の

立
や
變

に
つ
い
て
、「
先

ず
楚
地
に
お
い
て
處
世
哲
學
の
書
と
し
て

立
し
、

い
で
齊
地

に

ば
れ
て
彼
の
地
で

老

家
の
手
に
よ
っ
て
無
爲
の
政
治
哲

學
の
書
と
し
て
面
目
を
一
新
し
、
そ
れ
も
や
が
て

代
に
入
る
と
、

老
思
想
の

と
共
に
、

敎
と
い
う
宗
敎
哲
學
の
書
と
し
て

解
釋
さ
れ
、
さ
ら
に
魏
晉
代
に
至
る
と
、
佛
敎
の
傳
來
に
刺
激

さ
れ
て
無
の
形
而
上
學
を

く
哲
學
書
と
し
て
讀
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
」（
序
四
頁
）
と
い
う
自
身
の
考
え
を
提
示
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
氏
が
出
土

と
傳
世

と
を
時
に
柔
軟
な
發
想
で
關

附
け
て
論
證
す
る
中
で

き
出
し
た
本
書
に
お
け
る
一
つ
の
解

で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
先

し
た

り
、
郭
店
楚

『
老
子
』
に
つ
い
て
は
、

抄

と
形

上

の
二

が
竝
行
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
淺

野
裕
一
氏
「
郭
店
楚

各

解
題
」（『
中
國

究
集
刊
』、
二
〇
〇

三
、
七
〜
八
頁
）
は
「
も
し
三
種
の
『
老
子
』
が
抄
本
で
は
な
く
、

形

上
の

渡

な

を
示
す
テ
キ
ス
ト
だ
と

定
す
れ
ば
、

三
本
に
は
コ
ア
（
核
）
に
な
る
共

部
分
が
存
在
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
し
か
る
に
三
本
の

に
は
、
そ
う
し
た

現

が

く
見
ら
れ
な
い
」
と

張
し
て
い
る
。
ま
た
、
澤
田
多

喜
男
氏
『『
老
子
』
考
索
』（

古
書
院
、
二
〇
〇
五
、
三
三
七
頁
）

も
「
こ
れ
ら
帛
書
で
い
う
�

�
と
�
德

�
の
入
り
混
じ
っ

た
も
の
を
原
本
と
み
な
し
て
、
そ
れ
を
整
理
し
な
お
し
て
帛
書
乃

至
は
王
弼
本
に

い

序
の
テ
キ
ス
ト
を

構

し
た
と
み
る
の

は
、
か
な
り
困

で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
て
、
郭
店
楚

『
老

子
』
を
形

上
の
テ
キ
ス
ト
と
す
る
こ
と
に
異
を
唱
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
、

容
の
重
複
が
ほ
ぼ
な
く
、

か
つ
竹

の
形

か
ら
甲
乙

に
分

さ
れ
た
郭
店
楚

『
老

子
』
の
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
、
谷
中
氏
が
指
摘
す
る
齊
論
語
・
魯

論
語
・
古
論
語
の
よ
う
な
複
數
の
『
論
語
』
異
本
と
同
等
に
捉
え

る
こ
と
に
は
、
よ
り
愼
重
な
態
度
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
感
ず
る
。

に
い
え
ば
、
字
句
に
異
同
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

現
行
本
と
お
お
よ
そ
同
一
の
テ
キ
ス
ト
が
ほ
と
ん
ど
重
複
す
る
こ

と
な
く
、
現
行
本
の
五
分
の
二
の
分
量
で
あ
る
と
は
言
え
存
在
し

九
〇

『『
老
子
』
經
典

の

究
』
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て
い
た
こ
と
の

味
は
重
い
。
郭
店
楚

と
同

に

國
中

期

の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
淸
華
大
學
藏

國
竹

の
中
に
は
、

『
詩
』
や
『
書
』
の
一

を
組
み

ん
で
新
た
な

容
に

纂
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る

が
見
ら
れ
（『
耆
夜
』
や
『

公
之
琴
舞
』、

『

良
夫

』
な
ど
）、
そ
の
他
の
古
代

中
に
も
「
故
曰
」
や

「
古
曰
」、「
諺
曰
」
の
よ
う
に
經
書
や
格
言
・
慣

な
ど
が

取
義

に
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
廣
く
見
ら
れ
る
。
以
上
を
考
慮
す

れ
ば
、
郭
店
楚

『
老
子
』
に
つ
い
て
も
、
經
典
と
ま
で
は
い
か

ず
と
も
、
す
で
に
格
言
集
と
し
て
一
つ
一
つ
の

が
あ
る

度
定

ま
っ
た
形
で
個
別
に
も
使
用
さ
れ
、

き
書
き
さ
れ
て
い
た
可
能

性
は
十
分
に
考
え
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
谷
中
氏
は
、
郭
店
楚

『
老
子
』

本
と
『
太
一
生
水
』

と
が
竹

の
形

よ
り
同

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
點
や
、
そ

の
思
想

容
の

似
性
か
ら
、
兩

を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
テ
キ
ス

ト
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
と

べ
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
現
行
本
『
老
子
』
の
中
心
思
想
を
な
す
「
一
」
に
關
す
る
記

が
楚

『
老
子
』
中
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
解

す
る
と
考

え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
氏
は
「『
老
子
』
經
典

の

で
、
一
統
天
下
の
大
き
な
政
治
目
標
を

げ
る

老

家
思

想
の
形

發
展
に

っ
て
、「
太
一
」
は
「
一
」
に
言
い
換
え
ら

れ
て
い
き
、
こ
れ
に

動
し
て
『
太
一
生
水
』
部
分
は
楚

『
老

子
』

本
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

本
部
分
だ
け
が
甲
本
・
乙
本
と

と
も
に
今
本
『
老
子
』
に
收
斂
し
て
い
っ
た
と
推
測
で
き
る
」

（
一
六
五
頁
）
と
も
論
じ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
『
老
子
』

の
「
一
」
の

念
と
『
太
一
生
水
』
と
の
關

性
が
曖
昧
に
な
り
、

必
ず
し
も
『
太
一
生
水
』
の
「
太
（
大
）
一
」
の

念
が
『
老

子
』
へ
と
引
き

が
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

出
土

の
み
な
ら
ず
、『
莊
子
』
天
下

や
『
列
子
』
な
ど

の

立
が
不
確
か
な
傳
世

を
も
積
極

に
用
い
て
、
統
合

點
か
ら
思
想

容
の
相
互
關
係
を

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
點

は
、
本
書
が
他
に

す
る
有

な
試
み
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ

し
、
先
秦
〜
魏
晉
に
至
る
ま
で
長
期

か
け
て
形

さ
れ
た
と
さ

れ
る
『
列
子
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
谷
中
氏
は
武

義
雄
氏
「
列

子
�
詞
」（
武

義
雄

集
第
六

、
角
川
書
店
、
一
九
七
八
）
や
小

林
信

氏
『
列
子
』（

治
書
院
、
一
九
六
七
）、
小
林

人
氏

『
列
子
』（
岩
波

庫
、
一
九
八
七
）
な
ど
の

價
を
引
用
し
つ
つ
、

九
一

『『
老
子
』
經
典

の

究
』
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「
ひ
と
ま
ず
愼
重
な

料
操
作
を

提
と
す
れ
ば
、
本
論
の
考
察

に
使
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
し
て
よ
い
」（
一
五
八
頁
）
と

見
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
特
に
テ
キ
ス
ト
に
關
す
る
自
身
の

體

な
見
解
を
示
さ
ぬ
ま
ま
、『
列
子
』
天
瑞

の
記

を
取

り
上
げ
て

討
を

め
て
い
る
（
一
五
八
〜
一
六
一
頁
）。
こ
こ
で

氏
が
引
用
す
る
『
列
子
』
天
瑞

に
關
し
て
は
、
福
永
光
司
氏

『
列
子
１
』（
平
凡
社
、
一
九
九
一
、
二
七
七
〜
二
七
八
頁
）
が
「

代
に

立
し
た
緯
書
の
論

と
密
接
な
關

を
も
」
つ
こ
と
を
根

據
に
、「

代
の

立
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
少
な
く
と
も
福
永
氏
の
見
解
に
從
え
ば
、

代

期
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
帛
書
『
老
子
』
が
、
天
瑞

に
見
え
る

言
を
す

で
に
取
り

ん
で
い
た
と
す
る
谷
中
氏
の

（
一
六
一
頁
）
に
は
、

考
の
餘
地
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

立
に
つ
い
て
、

々
に

見
解
の
分
か
れ
る

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

の
立
場
を
よ
り

確
に
示
し
た
上
で
、

相
互
の
關
係
を
論
ず
る
必

が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、

の
關
心
の
赴
く
ま
ま
に
本
書
を
論
じ
て
き
た
が
、

の
指
摘
し
た
い
く
つ
か
の
問
題
點
を
考
慮
し
て
も
、
本
書
は

極
め
て
重

な
價
値
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
郭
店
楚

『
老
子
』
に
「
何
が
書
か
れ
て
い
な
い
か
」
を

點
に
、『
老
子
』

テ
キ
ス
ト
の
そ
の
後
の

々
な
變
容
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
論
じ
た

本
書
の
新
た
な

點
は
、
ま
さ
に
「
無
」
か
ら
「
有
」
を
生
み
出

す

家

「

」
の
體
現
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
代

中
國
思
想

究

の
み
な
ら
ず
、

家

敎
に
關
心
を
持
つ
讀

に
と
っ
て
も
有

な
一
書
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
複
數
の
書

が
發
表
さ
れ

て
い
る
。
讀

の
便
を
は
か
る
た
め
、

に
そ
の
書
誌

報
を

げ
る
。

せ
て
參
照
さ
れ
た
い
。
竹
田
健
二
「
谷
中
信
一

『『
老
子
』
經
典

の

究
』」（『
中
國
出
土

料

究
』
二
〇

號
、
二
〇
一
六
）
二
一
一
〜
二
二
一
頁
、
有
馬
卓
也
「

す
る

『
老
子
』」（『
東
方
』
四
二
七
號
、
二
〇
一
六
）
三
四
〜
三
七
頁
、
湯

淺

弘
「
學
界
展

哲
學
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
六
八
集
、
二

〇
一
六
）
三
三
頁
。

（
Ａ
５

、
三
三
〇
頁
、
二
〇
一
五
年
一
二

、

古
書
院
、
九
〇
〇
〇
圓
（

別
））

九
二

『『
老
子
』
經
典

の

究
』


